
現在, 鹿屋体育大学体育学部では, 情報処理Ａ,

情報処理Ｂ, 情報処理Ｃの３つの科目を１ ２年

生を対象とした教養科目として開講している｡ こ

れらの情報処理科目は卒業要件として１科目以上,

また教育職員免許状の取得要件として２単位 (現

在のカリキュラムでは１科目) 以上の修得が必須

となっており, そのため１年生を対象に開講され

ている情報処理Ａについては新入生のほとんど全

員がこれを受講している｡

情報処理Ａの授業は演習を中心とした形式で行

なわれており, コンピュータ教室の使い方に始ま

り, 各種アプリケーションソフトウェア (ワード

プロセッサ, 表計算等) の利用, 電子メール,

の利活用, などを取り扱っている｡

一方, 高等学校では 年度より普通教育にお

いて教科 情報 が必修科目として導入されてい

る｡ 教科 情報 の導入から３年が経過した

年度以降の入学生は基本的に全員が教科 情報

を履修していることとなる｡ 高等学校学習指導要

領によると, 教科 情報 が取り扱う内容は情報

処理Ａの授業内容と共通する点も多く, また 情

報 でも実習に重点を置いている点＊１など類似
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点が多い｡ また, 情報化の進展により家庭や学校

において日常的にコンピュータを利用している学

生も増加しており, 入学時点において個人でパソ

コンを所有し利用する学生も 年度入学生にお

いて全体の約 と少なくない＊２｡ これらの要因

により, 近年では授業開始時点におけるコンピュー

タリテラシは全体的に向上しており, これに伴っ

て情報処理Ａにおいても授業で取り扱う内容の見

直しを随時行なっている状況である｡

ただし, 高等学校における教科 情報 は導入

されて間もない科目ということもありその授業内

容は学校によってばらつきが大きく, 学生の修得

状況も一様ではないことが判ってきた ５ ６ ｡

さらに, 日常的にコンピュータやインターネット

を利用している学生とそうでない学生との間には

コンピュータ操作能力に大きな差が生じている

３ ｡ このため, 本学においても授業開始時点に

おけるこれらの技術・知識の修得状況の格差が最

近では特に顕著になり, 授業を進めるにあたって

の問題となりつつある｡

そこで我々は, これらの格差を補うとともに受

講者の学習を支援するために, を活用した２

つの取り組みを展開することとした｡ １つは, 実

際の授業を撮影した授業ビデオの作成と提供, も

う１つはオープンソースの (

) を使用した授業情報と小テ

ストの提供である｡ 本稿では, 我々が平成 年度

から２年に渡り実践したこれらの学習支援の取り

組みについて述べる｡

毎回の授業の様子をビデオに記録し, 授業後に

それを受講生に提供し閲覧可能とすれば, 受講生

は授業の復習に活用できる｡ また, クラブ活動の

対外試合などで授業を欠席してしまった場合にお

いても, ビデオを見ることで欠席した授業の内容

を学生自身で確認できるなどのメリットがある｡

そこで, 情報処理Ａの全 回の授業を全てビデオ

に記録し, 受講者に向け随時公開・提供すること

を試みた ７ ｡

情報処理Ａの授業は, 教師が 画面を提示し

ながら解説・説明を行ない, その後で受講者が自

身の を使って演習を行なうというスタイルで

実施されている｡ そのため授業をビデオに記録す

る場合には, 教師の映像や音声などに加え, 授業

中に教師が提示する 画面の映像も併せて記録

する必要がある｡ 一般にビデオ映像は 画面に

比べ解像度が低く＊３, このため教師が示す 画

像の全域を, 解像度を下げた状態でビデオとして

記録すると画面の細部を読み取ることができなく

なり, ビデオから教師の説明を理解することが困

難になってしまう｡ 従ってこのような場合には

画面中の特定の場所をズームアップした映像

を作成するなどの工夫が必要となる｡

そこで今回我々は, 図１に示すシステムを構築

し, ビデオの記録を行なった｡

今回のシステムでは, ４系統のビデオ映像から

授業内容に応じて適切な１系統の映像を選択し,
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＊２情報処理Ａ受講者に対し実施したアンケート結果による｡
＊３授業で使用する の解像度は × ドットであるのに対し, 一般的なビデオ映像 ( ) では最大でも × ドッ

ト程度となる｡ 映像配信を考慮すると × ドット程度が現実的であり, この場合の総ドット数はオリジナル画面の

程度となる｡

図１ システム構成図



マイク音声と共に レコーダに記録すること

とした｡ ４系統のうちの１つめのビデオ映像は,

天井カメラの映像である｡ このカメラは情報処理

演習室に常設してあるもので, このカメラからは

教師が解説を行なう様子や演習中の教室の様子な

どを撮影した｡ ２つめの映像は, 教師が提示する

画面の全画面をダウンスキャンコンバート

(低解像度化) した映像である｡ ３つめの映像は,

同じく教師 画面のダウンスキャンコンバート

映像であるが, 特に 画面の中でも解説中の特

定の箇所に ％程度ズームアップした映像とし

た｡ ４つめは, 書画カメラの映像など, 教師が受

講生に向けて提示する教材の映像である｡

授業の撮影に関連する操作は, 全て補助教員あ

るいは を担当する大学院生のいずれか１名が

担当した｡ これによって, 教師は撮影を気にせず

授業に集中することができたため, 実際に普段と

全く変わらない授業を行なうことができた｡ この

点は, 常時 操作や学生への対応で忙しい教師

にとって大変重要なことであった｡

撮影担当となった者は主に, 天井カメラの操作,

画面ズームアップ位置の指定, ４系統の映像

から適切な１系統の選択, の３つの作業を行なっ

た｡ カメラの操作については, プリセット機能を

利用してあらかじめ撮影位置を何点か設定し, 授

業の状況に応じて撮影担当者がリモコンを使って

それらを選択することで操作を行なった｡ 画

面中のどの部分をズームアップするかの指定につ

いては, 教師 画面の複製が表示される画面上

で, 撮影担当者がマウス操作によって位置の指定

を行なった｡ また, ４系統からの映像の選択は,

画面分割器のボタン操作にて行なった｡ 実際に教

室に設置された機器の様子を図２に示す｡

情報処理Ａの授業には演習の時間が多く存在す

る｡ 演習の時間は通常無音状態で教師の解説など

は含まれていない｡ このため, 特に復習を目的と

して授業ビデオを閲覧する際などに, これらの時

間をうまくスキップして目的の箇所 (例えば, 教

師の説明) を探し出せるようにする必要があると

言える｡ そこで我々は, 授業内容に応じたビデオ

のチャプタ化 (章立て) を行なうこととした｡

チャプタを利用した閲覧を可能とするため, 今

回我々は 形式 ２ のビデオフォーマッ

トを採用することとした｡ アップル社が無償で提

供する では, プルダウンメニュー

からのチャプタ選択が可能で, 非常に直感的な操

作でチャプタを利用できる (図３)｡ また
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図２ 設置された機器 図３ プルダウンメニューからのチャプタ選択



は, 可変速再生 逆再生などの

いわゆるトリックプレイ操作に優れており, 特定

のシーンを探したり, 聞き逃した説明を巻き戻し

て再生するなどの操作が行ないやすいという特徴

を有する｡

今回我々は, 形式のビデオファイル

を以下の手順で作成した｡ 括弧内の値は 分の授

業に対して今回必要としたおおよその時間である｡

使用した のスペックは, .

, は で

ある｡ また, 使用したソフトウェアは, 手順１が

, それ以降は

である｡

１. にて に記録された

ファイルを 形式に変換 (

分)

２. 作成された映像のトリミング (授業開始

前後の削除) (１分)

３. 映像を再生しながら章立てを決め,

用チャプタトラックを作成

( ～ 分)

４. 再度 形式にエンコードし,

最終的なファイルを作成する ( 分)

作業時間については, 手順１ ４はエンコード

の待ち時間であり, 実質的には手順２ ３の合計

２時間程度であった｡ 撮影中に映像選択やズーム

アップ位置指定などを行なうことによって授業後

の編集作業を一切なくしたために, 授業後のビデ

オファイル作成は迅速に行なうことができた｡ 授

業ビデオは, 早ければ翌日, 遅くても翌週の授業

までの間に受講生に向けて公開された｡

ネットワークを通じたビデオの公開方法には,

ストリーミングやダウンロードなど幾つかの方法

が考えられるが, 今回我々はファイル共有での公

開を行なった｡ この方式を採用した理由としては,

再生開始までの時間が短くまた可変速再生などの

応答性が良いこと, 公開が簡単であること,

側にファイルを保存する必要がないことなどが挙

げられる｡

また, 学生がより簡便な方法で授業ビデオを閲

覧できるように, 授業ビデオ公開用の サイ

トの構築を行なった｡ このサイトにアクセスすれ

ば, 各回の授業の一覧や授業概要のページから選

択的にビデオを再生できる (図４)｡ このサイト

では, 授業中に使用した資料, 演習で作成するサ

ンプルファイルなども授業ビデオと併せて ｢講義

資料｣ として掲載し, 授業を欠席してしまった学

生でも単独で復習を行なえるようにした｡

近年, 教員採用試験や公務員試験などにおける

一般教養問題として ｢情報｣ に関連する用語や知

識の出題が増えている ４ ｡ そのため情報処理

Ａの授業では, 覚えておきたい専門用語等に関し

て教科書に出ていない用語も含め, 適宜解説を行

なっている｡ ただし, 初めて聞く言葉などは授業

中の解説のみで覚えることは難しいと言える｡ 平

成 年度の授業終了時には, これらの用語や授業

の理解度を測る目的で, 図５に示すような選択式

の確認問題を作成し実施したが, その結果は我々
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図４ 授業ビデオ公開サイト (第 回分)



が期待したよりも低い値となった｡

そこで, 平成 年度の授業においては, 毎週の

授業後, あるいは復習の際に自分自身で授業内容

の理解度を確認できるような小テストを継続的に

提供することとした｡ 小テストの作成と提供には

( ) と呼ばれる

ツールを利用した｡

. の構築

今回我々は, オープンソースでの開発が進めら

れている である １ を使用するこ

ととした｡ を利用すれば, 教師はオンラ

インの学習コースを 上で容易に開発・提供

でき, またそれぞれの学習コースに小テストやア

ンケート・フォーラムなどを設置できる｡ 作成さ

れたオンライン学習コースは, 全て を通じ

て学生に提供することができる｡

今回の試みでは, 最終的に２台のサーバを使っ

てシステムを構築することとなった｡ １台は

のアクセスを処理する サーバ, もう１

台は学習コンテンツや学習進捗状況などのユーザ

情報を保存・管理するデータベースサーバである｡

各サーバのスペックは, 表１に示す｡

では, 受講生の学習状況を個別に管理

するために, システムの利用時に とパスワー

ドによるユーザ認証を行なって学習者を識別する｡

今回のシステムでは, スポーツ情報センターが所

有する認証システム ( )

と連携し, このユーザ認証を実施することとした｡

これによって教師が学生情報を登録する手間を省

けるとともに, 学生は普段から利用している

とパスワードを使用して の各機能にアク

セス可能となる｡ 既存の認証システムと連携する

ことで, のための新たな とパスワード

を発行する必要もなくなり, 結果としてほとんど

の学生がユーザ認証に戸惑ったり失敗することな

く円滑に を利用することができた｡

今回, 上には ｢情報処理Ａ｣ という学

習コースを作成した｡ 学習コース ｢情報処理Ａ｣

には, 授業の担当教員３名を ｢教師｣ として登録

した｡ ｢教師｣ は, 担当する学習コース上に,

を通じ, 小テスト等のコンテンツを追加で

きる｡

学習コース ｢情報処理Ａ｣ では, 毎週の授業に

対応した全 回のトピックを作成した｡ 各トピッ

クにおいては, 授業内容の簡単なまとめと授業で

作成した資料等を提示するとともに, 各授業の内

容に対応した小テストを設置し, 授業に関する総

合的な学習支援を目指した｡

｢情報処理Ａ｣ のコース画面を図６に示す｡ 画

面上では, 各トピックが縦方向に時系列的に表示

されている｡

学生は にログイン後, このコースに自

身を ｢登録｣ することで情報処理Ａのコンテンツ

にアクセスできるようになる｡ コースへの登録は,

最初に一度だけ実施すればよい｡
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表１ サーバ構成と使用ソフトウェア

サーバ

サーバ

図５ 平成 年度の確認問題



小テストは, 授業で解説した事柄の中から特に

重要な事項や語句などに関して, 各トピック毎に

３問づつ作成した｡ 形式としては, 多肢選択問題,

○ ×問題, 記述問題であった＊４｡

小テストとしては, 初回のオリエンテーション

を除く 回全ての授業について作成し, 基本的に

毎週の授業終了直前に学生に指示し受験させた｡

実際に行なった小テストの例を図７に示す｡

小テストの各問には, 回答を ｢送信｣ するボタ

ンが設置されており, 記入後にこのボタンを使っ

てデータを送信すると, 即座に採点が行なわれ結

果が表示される｡ 今回の小テストでは, 学生は何

度でも正解するまで回答を送信できるように設定

した｡ このため, 多肢選択問題などで, 正解にな

るまで繰り返し当てずっぽうで選択肢を選び続け

る学生もあった｡

平成 年度の授業終了後に, 情報処理Ａ受講者

を対象とした記名式のアンケートを実施した (回

答数は )｡

今回の取組みのように授業ビデオを保存し提供

することについてどのように感じたかについて尋

ねたところ, ％が ｢便利, 他でもやって欲しい｣

と回答した｡ 自由記述欄に載せられた感想として

は ｢授業中に理解できない場合に使いたい｣ ｢試

合等で欠席してしまった場合に役立つ｣ など肯定

的な意見がほとんどであった｡ これらより, 受講

生から今回の取組みに関して一定の評価が得られ

たものと考えられる｡

また, 情報処理の授業以外でビデオ記録等を期

待する科目について尋ねたところ, 回答のあった
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＊４ ではその他, 組み合わせ問題, 穴埋め問題といった形式の小テストを, を通じてワープロ的な操作で簡単に

作成することができる｡

図６ 情報処理Ａコース画面

図７ 小テストの例



名のうち 名が ｢全ての科目｣ と答えた｡ その

他, 具体的に挙げられた科目としては座学系の講

義が中心であったが, ｢文章や静止画では説明が

難しい｣ ｢自分自身の動きを確認してみたい｣ 等

の理由で実技系の授業を挙げるものもあった｡

一方で, 今回提供したビデオを授業期間中に自

習目的で利用した者は, 全体で . ％と少数であっ

た｡ 利用しなかった理由 (複数回答) として挙げ

られたものとしては, ｢欠席なし・授業中に理解

した｣ が ％と最も多く, 次に ｢見る時間がない｣

％, ｢自宅で見られない｣ ％と続いた｡ 情報

処理Ａの授業は比較的理解しやすい内容であり,

また期末試験も演習に重点を置いて実施したため,

授業内容を再度確認しようとした学生が少なかっ

たものと考えられる｡

平成 年度の最終授業時に, 前述の 年度実施

の確認問題 ( 問, 点満点) と全く同じ問題を

受講生に解いてもらった｡ 出題方法等は平成 年

度と同様で, を通じて出題し選択方式で回

答を求めた｡

この確認問題の半数は平成 年度に で実

施した小テストと同じか類似した問題であったた

め, 平成 年度に比べ高得点となることを期待し

たが, 結果はほぼ同じ値となった (表２)｡ なお,

表２の ｢正答率｣ は多肢選択問題での各選択肢を

個別の出題と見なし (計 問), それらの個別の

正答率を平均したものである｡ ただし, 回答する

様子を見ていて感じたのは, 年度においては各

設問を注意深く読まずに次々に答えている学生が

多い点であった｡ での ｢回答－採点｣ とい

うサイクルに慣れている学生が, 小テストと類似

した問題に簡単に答えてしまった面もあったので

はないかと考えている｡ 何れにせよこの結果から

は小テストの効果は確認できておらず, この点に

ついては今後の課題としたい｡

また, 平成 年度の試験終了後に, 特に

を利用した学習支援の取組みに関してアンケート

を実施した (回答数は )｡ 学習支援の取組みが

役に立ったかという問に対しては, ｢とても役立っ

た｣ が ％, ｢役立った｣ が ％, ｢どちらでもな

い｣ ％, ｢あまり役立たなかった｣ . ％という

結果が得られた｡ 自由記述による感想や意見とし

ては, ｢その日に行なったことの復習ができてよ

い｣ (類似回答 ％) ｢理解に役立った｣ (類似回

答 ％) などが主なものであった｡ これらより,

学生からは比較的肯定的に受入れられていたこと

が判った｡

一方, 自由記述において ｢ページの表示までに

時間がかかる｣ ｢自宅から利用できない｣ などシ

ステム上の問題を挙げた者も全体の９％に上った｡

今回の取組みでは 人からの一斉アクセスに対応

するのに充分な能力を有するサーバを用意できな

かった (あるいはパフォーマンスチューニングが

不十分であった) こと, 学外からのアクセスを禁

止していたことなどが原因である｡ スポーツ情報

センターでは平成 年度末にに商用の を導

入予定であり, これらの問題についてはその際に

解決したいと考えているが, 試験的導入とはいえ

システムの応答速度や使い勝手が学生の学習意欲

を左右する大きな要因となり得る点については今

後も注意する必要があると感じた｡

情報処理Ａの授業に関して, を活用した２

つの学習支援の取組みを展開した｡

情報処理Ａの授業はコンピュータ教室で行なわ

れていることもあって, 授業ビデオ, とも

に学生に提供しやすく, 学生にとっても比較的受

和田, 北村, 萩：情報処理科目における を活用した学習支援の試み

－ －

表２ 確認問題の結果

年 度

受験者数

平均得点

標準偏差

正 答 率 ％ ％



入れやすかったのではないかと思われる｡ また,

これらの に関する新しい取組みを学生が利用

していくこと自体が, 情報処理Ａの目的の１つで

ある情報リテラシの向上にもつながっていくと考

えられる｡ 特に教師を目指す学生にとって, この

ような取組みを自分自身で体験することは有意義

であったのではないか｡

ただし, どちらの取組みについても教員側が積

極的に利用して欲しい学生, すなわち入学時点で

の能力が劣っている学生, あるいは理解度が不足

していると思われる学生からは有効に使ってもら

えなかった感がある｡ 学生のリテラシが不足して

いることが原因でこれらをなかなか利用できてい

ないという可能性もあり, 能力格差の是正という

点では, もう一工夫が必要になるかもしれない｡
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： . .
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